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氏名   命婦 恭子 職名  准教授 学位  

 
研  究  分  野 研究内容のキーワード 

臨床心理学 子育て支援 学校臨床 ストレス メンタル・ヘルス 

ソーシャルスキル 

 
研  究  課  題 

研究課題は大きく３つある。一つはソーシャル・スキルの向上を目的とした親子参加型のプログラムを構築し、

実施することである。もう一つは、本学附属幼稚園での発達相談員としての臨床実践とその実践に関する臨床

研究である。さらに、2016年度から保育者養成校の学生を対象に学外実習の前後に保育者としての資質の変容

があるかについての質問紙調査を実施している。 

 

 

授業を行う上で工夫した事項（※ 助手については、実習・演習等の指導を行う上で工夫した事項） 

授業科目名【教育相談とカウンセリング】 
これまでの臨床経験をもとに、架空の事例を作成し、それについて学生自身が自分に出来る対処法を考える

授業を実践している。事例では、保育現場の実際に即して、園内のチーム連携や園外の専門機関との連携につ

いても具体的な対処方法を伝えている。21年度はオンデマンドでの授業であったため、学生が提出した課題の

内容について、次回の授業動画の中でフィードバックし、双方向性をもてるように工夫した。学生が考えた対

応方法については、それぞれの個性が反映されているととらえ、学生の意図を尊重した上でよりよい対処法を

さらに考えるような講義内容になるようにコメントを工夫している。 

授業科目名【障がい児保育演習】 
 保育現場で接することが多い発達障害の子どもたちへの支援方法を中心テーマとして授業を構成した。2 年

生を対象としていることから、指導案の作成や教材作成も取り入れて実践的な内容とした。 

授業科目名【心理学】 
進化的な視点から、心理学の幅広い分野について学ぶことができるように配慮した。特に、学習や認知につ

いては学ぶことは、専門科目である「保育の心理学」に連携するため、重点的に学べるように配慮した。オン

デマンド授業の利点を活かし、多様な情報に触れることができるよう資料を工夫した。 

授業科目名【施設実習Ⅰ･Ⅱ】 
 21 年度も、COVID-19 の感染防止のために、学外での実習を一部実施できなかった学生がいたために、特

例措置として学内での演習をもって学外実習の代替とした。学内での実施であったが、視覚教材を活用し、模

擬保育や製作などの演習を取り入れることにより、児童福祉現場の様子を学生に伝えることができるように工

夫した。 
 

担  当  授  業  科  目 

心理学（前期） 
障がい児保育演習（前期） 
こども家庭支援の心理学（後期） 
教育相談とカウンセリング（後期） 
こども学基礎演習（通年） 
こども学特別演習（通年） 

保育実習指導Ⅰ（通年） 
保育実習指導Ⅱ（通年） 
保育実習指導Ⅲ（通年） 
施設実習Ⅰ（学外実習） 
施設実習Ⅱ（学外実習） 
 



 

２０２１ 年 度    研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名称 
単著・ 
共著の別 

発行又は 
発表の年月 

発行所、発表雑誌等 
又は発表学会等の名称 

概      要 

（著書） 
 
 

    

（学術論文） 
 
 

    

（翻訳） 
 
 

    

（学会発表） 

1．保育者養成校の学⽣

を対象としたリモート

による⾳楽教育につい

ての質問紙作成 
 
 
 
 

２．保育者養成校の⾳楽

系科⽬におけるリモー

ト授業の検討－教員が

捉えた教育効果と課題

－ 
 

 
共 
 
 
 
 
 
 
 
共 

 
2021年5月 
 
 
 
 
 
 
 
2021年5月 
 

 
日本保育学会第 73 回

大会 
 
 
 
 
 
 
日本保育学会第 73 回

大会 
 

 

保育者養成校におけるピアノ

教育のリモート授業について受

講の負担や利便性、主観的な教

育効果について、質問紙を作成

する。その尺度を用いて、学生

の主観的なリモート授業と対面

授業の差異について検証した。 

 

 音楽系科目のリモート授業

について担当教員にグループ

インタビューを行い、そこでえ

られた内容を、リモート授業の

メリット・デメリットを軸に抽

出して、分類した。ICT機器の

活用によりリモート授業でも

学生に演奏技術を伝えること

ができていたが、充分ではなく

、技術的な問題の改善や、対面

授業との併用が望まれていた。 

 

 
 

学 会 に お け る 活 動 

所属学会等の名称 役職名等（任期） 加入時期 
日本健康心理学会 
日本心理臨床学会 
日本心理学会 
日本行動医学会 
日本ストレスマネジメント学会 
日本健康支援学会 
日本保育学会 
日本生活体験学習学会 

 1997年4月～現在 
1998年4月～現在 
2000年4月～現在 
2001年4月～現在 
2002年4月～現在 
2010年4月～現在 
2014年4月～現在 
2018年11月〜現在 
 



外部資金（科学研究費補助金等）導入状況（本学共同研究費を含む） 

（１）  共  同  研  究 

研  究  題  目 交付団体 
研 究 者 

○代表者（ ）内は学外者 
交付決定額 
（単位：円） 

    

 
外部資金（科学研究費補助金等）導入状況（本学共同研究費を含む） 

（２）  個  人  研  究 

研  究  題  目 交付団体 
交付決定額 
（単位：円） 

備   考 

    

 

社  会  に  お  け  る  活  動  等 

団体・委員会等の名称 
（内    容） 

役 職 名 等 
任     期 
期  間  等 

日本臨床心理士会会員 

福岡県臨床心理士会会員 

 
北方シネマ運営委員会 
わかぞのインクルーシブコミュニテ

ィ構想運営委員会 
手づくり市場 in北九州実行委員会 
 

会員 
会員 
 
会員 
会員 
 
会員 

2002年4月～現在 
2002 年～2007 年、2014 年 4 月～現

在 
2017年2月〜現在 
2018年11月〜現在 
 
2019年4月〜現在 

 

学 内 に お け る 活 動 等 （役職、委員、学生支援など） 

研究紀要委員 委員長 

教職課程委員 

地域連携室室員 

内部監査委員 

キャンパスハラスメント相談員 

附属シオン山幼稚園発達相談員 

 

 


